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ワークショップの目的 支援方法を探る

＜不登校の子ども達の傾向（心理職より）＞
学業不振、内向的な性格（感情が出しにくい）、
完璧主義（理想が高い）、白黒思考、神経質で
細かい点が気になる、常に周囲からの評価を
気にする。対人関係の失敗を契機に不登校に
なった例や、心の居場所を見失った例も多い。

＜学校に行きづらいと感じ始めたきっかけ＞
（児童生徒対象調査、複数回答可）

「先生のこと」（小学生30％、中学生28％）、
「身体の不調」（小27％、中33％）
「生活リズムの乱れ」（小26％、中26％）、
「友達のこと」（小25％、中26％）など、
そのきっかけは多岐にわたる。
（文部科学省令和２年度不登校児童生徒の実態調査） 

「こころとからだをひらく」ワークショップの体験
1人ひとりの子どもの個性や特性を尊重しながらも、子ども自身の視点や認知を少しずつ広げ、

他者に開かれた態度や考え方を身につけるようになると、自分や周囲に対して
肯定的な見方ができるようになり、人間関係においても改善が期待できる。

「社会性と情動の学習」（Social-Emotional Learning：SEL）の点からも効果が期待できる。
＜講師の照屋洋氏は、元中学校教師として演劇部の活動を通して不登校支援を実践してきた＞



氏名 所属
石川 悦子 こども教育宝仙大学教授
元永 拓郎 帝京大学教授
奥井 智一朗 帝京平成大学教授
高田 晃 宇部フロンティア大学教授
窪田 由紀 九州産業大学元教授
吉村 隆之 九州大学教授
下田 芳幸 佐賀大学准教授
平田 裕太郎 鹿児島大学准教授

スタッフ体制

運営協議会



ワークショップ講師

照屋洋さん
第１回～第６回担当
一社）日本演劇教育連盟

向出章子さん
第７回担当
武庫川女子大学非常勤講師

窪田由紀さん
第８回担当
九州産業大学元教授

石川悦子
第８回担当
研究代表
こども教育宝仙大学教授



宝仙ラボの概略

• ワークショップ（WS）を通して、子ども一人ひとりの興味関心を引 き出し、
学びに繋げていく方法を探索する。

• 協力フリースクール （小５～中３）

滝野川高等学院 児童生徒10名程度

学習支援塾ビーンズ 児童生徒 ５名程度

• WS会場 ：こども教育宝仙大学の小体育館や音楽演習室

• WS実施期間：2024年10月31日～12月16日 15:00～16:15

事前・事後アンケート（WS毎）、保護者・スタッフ対象アンケート（中間）

• WSスタッフ：WS講師４名、公認心理師満田琴美さん、学生スタッフ８名

フリースクールスタッフ、（株）アデコスタッフ、東京都子供政策連携室
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回 テーマ 活動内容

1 演劇手法WS①10/31 • バースデーサークル、ジャンケンゲーム（4種）シールの魔法 等

2 演劇手法WS②11/7
• コミュニケーションゲーム(1)「どちらかというと○○派」、密度を同じに！（○○さ
んはどこ？）、GO→STOP、二人つながりの鬼ごっこ、ウエイブ、好きな食べ物席
交換、シールの魔法3人組 （視野を広げるワーク）

3 演劇手法WS③11/14
• コミュニケーションゲーム⑵ 風船バレー（大人数、二人組、食べ物の名前を言
いながら）、拍手送り、2人つながりの鬼ごっこ、ミラーリング、彫刻と彫刻家、大
きな木

4 演劇手法WS④11/21
• コミュニケーションゲーム⑶ ジョプ・ザップ・ジョップ、名前を言ってお手玉投げ
（他2種）、「ヤドカリ」、魚の名前で自己紹介、2人組声や拍手で誘導

5 演劇手法WS⑤11/28
• コミュニケーションゲーム⑷ 進化論ゲーム、「だるまさんが○○してる」、先生を
座らせないワーク、みんなで形を作る、ブラインドWALK 等

6 演劇手法WS⑥12/5 • コミュニケーションゲーム⑸、劇遊び⑵、セラピューティックムーブメント

7 ダンスWS 12/9
• リズムにのって、みんなでコミュニケーション、道具を使って体を動かそう、ミラー
リング

8
アサーションとまとめ
WS12/16

• さいころトークによる全８回の振り返り、「ありがとう」メッセージなど まとめの会







音楽演習室

小体育館





事例より（Aさん） 全８回参加
属性・特徴（事前情報）

• 中学生男子、フリースクール通所10ヵ月

• 中学校の雰囲気が合わず、人間関係の
課題もあり不登校になった。学業不振も
みられた。

• 苦しくなると幻覚や幻聴を体感した（医療
機関通院・入院）。

• 注意力が長続きせず、問いかけに関する
反応はやや遅い。周囲からの促しへの抵
抗はあまりみられない。

• 言語コミュニケーションや相手の意図を汲
み取ることがやや苦手（自閉症スペクトラ
ム傾向）

WS振り返りと支援のポイント

• 中学校では自分が攻撃されているような幻覚・幻聴が
あった。このWSに安定的に参加できたことは、本人に
とってはポジティブなことといえる。外遊びは好き。（フ
リースクール代表）

• 字を書くことには抵抗を示したが、身体を大きく動かす
ことには積極的な姿勢がみられた。（ラボ代表）

• 開始時は身体を曲げてうつむいているが、ワークに
よって顔が上がると、その後は内容を理解して機敏に
動いた。本人の表情は安定していた。（ラボ代表）

• 周りのメンバーもさりげなく寄り添って声掛けをしており、
それを拒む様子は一切なかった（学生スタッフ）。

◎Aさんのような生徒には無理に「顔を上げて」などの指
示は適当ではない。本人が参加できるような環境を整え
ると同時に、できたことを支持することによって社会への
参加の機会が広がると思われる。



徐々にからだ
がほぐれていく



事例より（Bさん） 全７回参加
属性・特徴（事前情報）

• 中学生女子、フリースクール通所2年目

• 人間関係が原因で不登校になった。コ
ミュニケーションはあまり得意ではないが、
他者とがんばって関わろうとする姿がみ
られる。

• 一斉指示に対しては特に問題なく取り組
む。

• 将来は美容関係に進みたい。

• フリースクール内では女子の中心的存在。

• 緊張が高く、WSの事前アンケートでは毎
回「非常に緊張している」と回答するも、
事後には「緊張せずに取り組むことがで
きた」と回答が変化する。

WS振り返りと支援のポイント

• 今回のWSの効果としては、とくにコミュニケーションの
部分で学びが多かったように思う。人間関係を引きず
りがちな一面があったが、その点がどんどん薄らいで
いっているように見受けられた（フリースクール代表）。

• 高校進学後も継続してフリースクールに在籍予定であ
る。大きい集団への苦手意識というよりも、学校という
枠組みに苦手意識があり、専門学校や大学等の段階
になれば問題がないように思っている（同上）。

• WSで、最初は遠慮がちに人と接していたが、次第に周
りの子と楽しく会話する姿が見られた。

◎個性である「リーダー性」が自然に発揮できたことも大
きな成果といえる。声を出しリーダー的な役割を果たして
おり、グループにプラスの影響も与えていた。こういった
ワークのなかで自然に個性が出せるような取り組みは本
人の自信にもつながり効果的と思われる（ラボ代表）



事例より（Cさん） 全７回参加
属性・特長（事前情報）

• 小学生男子、フリースクール通所3年目
(小２から）

• 学校の雰囲気や人付き合い、規則などが
合わず不登校になった。現在、小学校へ
給食を食べに行ったり、行事に参加したり
するなど学校にも時折顔を出している

• 入校当初はやりたくないことは全くやらな
かったが、最近は成長が見られコミュニ
ケーションの幅も広がっている。

• 複雑な思考をし、言語理解は高いが、身
体面がついて来ない面がある。

• 生物についてとても詳しくキャラクターに
も詳しい。記憶力が良い。

• ASD傾向がある。

WSの振り返りと支援のポイント

• このWSで他スクールと関わったことで、自スクール内でもメ
ンバーとの関わりが増えた。視野が広がった印象がある。
落ち着きも出てきて、周囲が見られるようになってきた。外
部での経験が成功体験になっている様子が見られる。

• 第6回WS終了後アンケートの回答：「今までできなかったけ
ど、できるようになったことは？」←「他の人のことを気にす
るようになった」と回答。「家族や周りの人から気づかれた
ことは？」←「人のことを気遣いできるようになったね」。周
囲との関わりに成長がみられる。（フリースクール代表）

◎「（こちら側が）聴き手になるとCさんが過ごしやすくなるよう
だ」という学生スタッフの観察記録があり、本人の意見を聞き
ながら、本人が目の前のことに取り組むような指導は効果的
と思われる。本人も周囲への視野が開いてきたことを実感し
ている様子であり、今後このような広がりのある体験を通して、
益々成長していくものと思われる。その折にも本人の話を周
囲が充分に傾聴する姿勢は重要であろう（ラボ代表）。



保護者・スタッフアンケートよりー１（第６回後実施）

７．お子様は、今回のワークショップを通じて他者と関わる楽しさを経験していると
思いますか？



保護者・スタッフアンケートよりー２

11．お子様は、今回のワークショップを通じて他者とつながることで癒されたり、
元気を取り戻したりすることを体験していると思いますか？ 



保護者・スタッフアンケートよりー３
～自由記述（問12-14）のまとめ～

• WSに参加することで自信がつき、楽しんで参加できている様子が窺えた。

• コミュニケーション能力が向上したと捉え、成功体験を通じて自信を深めている
と感じている方が多い一方で、一部の参加者は大きな変化を感じていない様子
もあった。

• 参加の動機と経過については「最初は不安だったが回を重ねるごとに楽しめる
ようになった」という意見もみられ、参加者が気軽に安心して参加できる環境が
整っていたと評価することができる。

◎全体としては、本WSは多くの参加者にとって有意義で楽しいものであり、自己
成長や社会的スキル向上の場として評価を得ていた。

◎開催場所に関しては、「送迎時間が長い」点について改善の余地があり、今後
同様のWS実施にあたってはこれらの点に配慮しながら進めることが求められる。



総合考察～実施上の留意点～

• 参加する子供達の様子をよく観察しながら無理のない範囲で参加してもらうこと

• ワークは、指導者が指導者の思いで進めるものではなく、児童・生徒理解を根
底において「子供達から始まる」ことを念頭におくこと

• 会場（大学）への移動を含め細心の注意を払い、それぞれの子供の状況（発達、
性格等）を尊重しながらワークを進めること

• 各ワークを実施するには事前準備を周到に行うこと。環境および雰囲気を整え、
指示を十分に工夫しながら進めること

• ワークの実施順序は子供達の様子や状況に合わせて臨機応変に入れ替えて
変更することや、実施時間の調整を柔軟に行うこと

• 効果検証には、事前・事後アンケートの実施、聞き取り、スタッフ間の事後の振
り返り、保護者やフリースクールスタッフ対象のアンケート調査等が有効と思わ
れる



最後に・・フリースクールより寄せられた声
「今回の活動で（ある女子生徒は）徐々にオープンになってきた印象がある。

当初は自発的に参加したわけではなかったが、すごく伸びた印象を受けた。参加する前
から変われそうな雰囲気があり、良いきっかけになればと考え、フリースクールのスタッフ
からもプッシュした。

もともとは誰が何を言っても否定的に捉えがちで斜に構えがちであったが、こうした面も
どんどん減っている印象である。

最近では女子チームで＜某プレイパーク＞に行ったが、以前であれば行くようなことは
なかった。楽しみにしていたらしい。

本当は楽しんでいても、表現が少し苦手である。ここが解放されてきたら、人から誤解さ
れなくなると思う。理解者が得られれば、本人の安心感も増すのではないかと思われる。
自分を出していくことがワークを通じて得られると、本人も生活しやすくなるのではないか
と思う。

今回のワークにはすごく適応度が高かったかもしれない。保護者からも参加して良かっ
たという感想をいただいた。コミュニケーション力が伸びたと思う」。



ご清聴ありがとうございました
（宝仙ラボ）



R6年度成果報告会

帝京平成大学



１．調査研究内容

名称（テーマ）

調査研究の
目的・ねらい

本ラボの特徴

自己調整学習の手法を援用した遊戯性を伴う探究的活動と学習者自身の
振り返り機会の提供による不登校児童生徒の興味・主体性の発見

４つ分野（「音楽」「運動」「造形」「人間関係」）をテーマに、

①活動（遊戯性を伴う活動）を生み出す環境構成と、

②その活動で生じる学びについて子供自身による振り返りの機会 を提供

子供一人ひとりの主体性の発揮や成長に及ぼす効果について検証する。

環境の構成方法や子供の活動や姿の捉え方と
いった方法論の視点からアプローチを行う。

環境構成：子供主体の活動を大切にする幼
児教育・保育の視点から

振り返り：自己調整学習を中心とした小学
校以上の学びの視点から

増加の著しい小学校１年生の不登校にも対応す
るための保幼小連携を視野に入れた研究内容
としている。

【研究のゴール】
① フリースクールに通う子供たちが、自身

の成長を実感できるようになる。

（振り返りの視点の活用）

② 支援者（大人）が自信を持って活動を提

供できるようになる。

（環境構成の視点の活用）

0
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村山大樹 研究代表：本プロジェクトの全体統括 人文社会学部児童学科講師

自身の５年間の不登校経験から教育の道を志す。小・中学校、高等学校、教育センター、フリースクール
において、ICT活用を軸に不登校支援の実践研究に取り組んでいる。
専門：子ども学、教育方法、生徒指導

・学習支援NPO法人eboardの立ち上げ（2017〜）
・フリースクール支援者向け研修サービス「eDojo」開発・提供（2022〜）
・『フリースクール白書2022』学びリンク（2023）
・「学校教員とフリースクールスタッフの共通性と差異に着目した研修システムの検討〜『生徒指導提
要』におけるネットワーク型支援チーム編成の観点から〜文教大学大学院教育学研究科『教育研究
ジャーナル』16-1（2023）

乙部はるひ 担当：音楽分野
人文社会学部児童学科教授

乳幼児の遊びや環境を通した音楽的表現
の発達を研究している。

・『“音楽づくり”ワークショップを楽し
むためにⅡ』マザーアース（2015）

・「幼児の遊びにおける音楽的表現の展
開」保育学研究、56-2（2018）

関口喜美子 担当：造形分野
人文社会学部児童学科講師

専門：図画工作教材研究、技法・材料研
究、日本画制作

・「芸術教育における学校参与アーティ
ストの一考察―アーティストを通じたフ
ランスの芸術教育と日本の芸術実践事
例についてー」平成大学児童学科研究論
集、13（2024）

鈴木邦明 担当：運動分野
人文社会学部児童学科准教授

公立小学校に計22年間勤務の後、教員養
成・保育者養成に携わる。
専門：幼児体育、レクリエーション、幼
保小連携、保護者対応など。

・『万能の学級あそび 鬼ごっこ大全』
明治図書（2024）

三島秀晃 担当：人間関係分野
人文社会学部児童学科助教

幼稚園13年勤務後、保育者養成に携わる。
専門：保育・幼児教育における指導計画、
教育課程、幼児教育・保育との地域連携

・『新・保育の計画と評価 ー理論と実
践をつなぐ保育カリキュラム論ー』教
育情報出版社（2023）

１．調査研究内容



２．活動概要

回 実施日 分野 内容

1 12月６日（金） 造形① • アートカード鑑賞

2 １月17日（金） 造形② • アニメーション制作

3 １月24日（金） 人間関係① • 幼児との関わり：プレゼント作り

4 １月27日（月） 音楽① • 音の探検

5 ２月３日（月） 音楽② • 「音の絵本」作り

6 2月14日（金） 運動① • スポーツスタッキング

7 ２月17日（月） 運動② • 鬼ごっこ

8 ３月３日（月） 人間関係② • プレゼント報告と自己肯定

研究チーム コアメンバーの専門分野「音楽」「運動」「造形」

「人間関係」の４テーマ各２回ずつ、合計８回の活動を実施
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造形分野Ⅰ アートカード鑑賞

２．活動概要_各回の活動の様子
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造形分野Ⅱ アニメーション制作

２．活動概要_各回の活動の様子
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人間関係分野Ⅰ 幼児との関わり：プレゼント作り
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２．活動概要_各回の活動の様子



音楽分野Ⅰ 音の探検

6

２．活動概要_各回の活動の様子



音楽分野Ⅱ 「音の絵本」作り

２．活動概要_各回の活動の様子

7



運動分野Ⅰ スポーツスタッキング

２．活動概要_各回の活動の様子

8



運動分野Ⅱ 鬼ごっこ

２．活動概要_各回の活動の様子

9



人間関係Ⅱ プレゼントと自己肯定

10

２．活動概要_各回の活動の様子



３．検証方法

記録

分析・検証

• 定点カメラによる動画撮影

• ICレコーダーによる子供の発言の音声録音

• 観察者（研究代表者及び研究担当者）による静止画撮影

• 観察用シート（マトリックス表）への記入

【分析】

各種記録と子供の振り返り記述の内容を比較しながら、子供個々の変化や主体性を引
き出す支援方法につながる視点を分析する。

【検証】
1. 各回での変容

2. 継続参加による時系列的な変容

3. 同様の活動を行った他の児童生徒との横断的な比較

4. ラボ活動以外の活動への波及

参考様式

11



３．検証資料①_振り返りシート

【各回の振り返りアンケート】

１ 活動の満足度

２ 一番印象に残ったこととその理由

３ 活動前の気持ち

４ 活動後の気持ち

５ 活動中に工夫したこと

６ 活動分野に関する興味・関心

７ 活動分野に関する日常の経験頻度

８ その他 自由記述

12



13

３．検証資料①_振り返りシート 全体集計例

（最低） （最高）



【活動前】

平均 3.33

（１最低

５最高）

【活動後】

平均 4.33

（１最低

５最高）

３．検証資料①_振り返りシート 全体集計例

14

（最低） （最高）

（最低） （最高）



【分野への関心】

【その分野に関する

日常での経験】

３．検証資料①_振り返りシート 全体集計例

15
（全くしない） （毎日する）

（とても嫌い） （とても好き）



・調査対象児童生徒別の回答結果の集計

・回答結果および自由記述内容の傾向分析
（集計シート）

３．検証資料①_振り返りシート 個別集計例

16



17

３．検証資料①_振り返りシート 個別集計 活動の満足度



18

３．検証資料①_振り返りシート 個別集計 活動前後の気持ちの変化



19

３．検証資料①_振り返りシート 個別集計 分野への関心度と日常の経験



・縦軸：児童生徒

・横軸：活動内容

・活動中の気付きを記入

３．検証資料②_観察用シート

20



・縦軸：児童生徒

・横軸：活動内容

・活動中の気付きを記入

３．検証資料②_観察用シート

21



４．検証から得られた知見_子供への支援方法

22

【ラボ活動内の変化が大きかった子供の例】
（B児）
休憩スペースの利用
→後方でスタッフと参加
→他のメンバーと活動

（C児）
常に同じFSのメンバーと活動
→ ひとりで探究的に活動

○共通する特徴
・活動前スコア低 → 活動後スコア高
・自信の少なさ



23

３．検証資料①_振り返りシート 個別集計 活動前後の気持ちの変化



４．検証から得られた知見_子供への支援方法

24

【ラボ活動内の変化が大きかった子供の例】
（B児）
休憩スペースの利用
→後方でスタッフと参加
→他のメンバーと活動

（C児）
常に同じFSのメンバーと活動
→ ひとりで探究的に活動

○共通する特徴
・活動前スコア低 → 活動後スコア高
・自信の少なさ

○本活動において効果的と考えられた支援方法
・行ったり来たりできる環境
・自身の考えが認められ試すことができる環境
・誰かのために力を発揮できる環境



４．検証から得られた知見_子供への支援方法

25

【普段の生活と別の一面が見られた子供の例】
（A児）
上級生に頼ることができる
甘えることができる
→気を張らずにいられる

（G児）
集中して自身の活動に没頭する
運動に参加する
→自身の興味・関心に基づく活動ができる

○共通する特徴
・安定した満足度
（→遠慮、本心・本音を隠す傾向）
・興味関心スコア高 →経験スコア低



26

３．検証資料①_振り返りシート 個別集計 活動の満足度



27

３．検証資料①_振り返りシート 個別集計 分野への関心度と日常の経験



４．検証から得られた知見_子供への支援方法

28

【普段の生活と別の一面が見られた子供の例】
（A児）
上級生に頼ることができる
甘えることができる
→気を張らずにいられる

（G児）
集中して自身の活動に没頭する
運動に参加する
→自身の興味・関心に基づく活動ができる

○共通する特徴
・安定した満足度
（→遠慮、本心・本音を隠す傾向）
・興味関心スコア高 →経験スコア低

○本活動において効果的と考えられた支援方法
・安心して「頼る」ことができる環境
・自身の考えが認められ試すことができる環境
・振り返りによる気持ちの表出



４．検証から得られた知見_子供への支援方法

29

【普段の生活に変化が見られた子供の例】
（H児）
一人で黙々と活動
→ラボスタッフからの承認
→宿泊行事への参加

（J児）
本人なりの表現・発言
→ラボスタッフからの承認
→FSスタッフへの言動の変化

○共通する特徴
・自由記述欄へのマイナス面のコメント
・表現の仕方への戸惑い・不安

○本活動において効果的と考えられた支援方法
・自身の考えが認められ試すことができる環境
・誰かのために力を発揮できる環境
・振り返りによる気持ちの表出



４．検証から得られた知見 -子供たちの貴重な1日に関わっている実感-

30

最終回 サプライズでのお別れ会（子供企画）



５．総括

子供一人ひとりの興味関心を引き出すための支援方法の視点

総合考察

今後の課題

１ 活動環境
「遊戯性」「参加の自由度」「目的」

２ 人的環境
「寄り添い」「伴走」「仲間」

３ 振り返り
「意味付け」「本音」「整理」

画一的な「枠」にとらわれず、一人ひとりの「今」を受け止める重要性

＝フリースクール（学校外）だからこそできる

・本実践の４分野以外の様々な分野での実践・検証
・より長期的な関わりの中での変容

31



32

・本書類に掲載の図版および文章について、転載、複製、改変等は禁止させていただきます。
・児童生徒が写っている写真や動画等、個人が特定される情報を SNS 等(メール等への添付、インターネットへのアップ、X（旧Twitter） や

Facebook 等への投稿、メール等)へ使用したり、第三者へ提供したりしないでください。 



R6年度成果報告会

東京学芸大学



調査研究の名称、目的・ねらい

名称
（テーマ）

調査研究の
目的・ねら
い

フリースクールにおける
STEAM教育の実践モデルの開発と問題解決型学習に伴走する指導者の資質・能力の抽出

１， フリースクールにおけるSTEAM教育／探究的な学びの実践モデルの開発

本学においても総合的な学習の時間、放課後の学習、社会教育においてSTEAM教育／探究的な学びの実践
は多く実践を行ってきたが、フリースクールにおいての実践の数はまだ少ない。本調査研究ではこれまでの
STEAM教育の実践のモデル（学習計画や教材）がフリースクールにおいても有効に働くのかを明らかにしたい。
特に、多様な状況にある児童生徒に対して、問題解決型の学習の起点となる「ありたい姿の構想（好奇心の起
動）」がどのようにすれば実現できるかを、いくつかの試行をしながら明らかにしたい。

２， 問題解決型学習に伴走する指導者の資質・能力の抽出

問題解決型の学習において、問題解決のプロセスに伴走する役割の大人が重要であるが、フリースクールでの
問題解決型の学習において伴走する大人にはどのような資質・能力が必要とされるのかを、複数の大人が伴走
する実践を通じて抽出したい。



調査研究概要

キャリアコンサルによる
興味・関心を引き出し
ありたい姿の構想する

ワーク

問題解決に必要とされる
スキル講座

（プログラミング）

問題解決に必要とされる
スキル講座

（データサイエンス）

問題解決に必要とされる
スキル講座

（デザイン・プレゼン）

コーチング等、伴奏者と
してのスキルを獲得する
ためのPBLコーチ研修

大学と構成団体による定期的な専門家の派遣や壁打ち
（サポートとフォローアップ）

好奇心の起動
対象児童・生徒による7つのプロセス

に沿った題解決型学習
児童
生徒

伴走
者

発表会・振り返り

伴走者
（PBLコーチ）

育成
児童・生徒の問題解決型学習に伴走実践

問題解決のコーチングと
テーマに則した専門家のコーディネート

伴奏者
としての
振り返り

大学と構成団体による
観察・調査・分析

フリースクールにおける
〇STEAM教育の実践モデルの開発
〇問題解決型学習に伴走する指導者の

資質・能力の抽出



活動に関すること（活動のステップ・概要）



活動に関すること（活動のステップ・詳細）



活動に関すること（活動者／調査対象）

学習者である子ども

関わる大人



活動に関すること（伴走者向け研修）

カテゴリー 講座名 講師 

STEAM とは 

１．STEAM 教育とは 東京学芸大学 

２．STEAM プロジェクトの進め方（７つのプロセスとワーク 

シート） 
東京学芸大学 

３．STEAM における評価 東京学芸大学 

４．STEAM 教育の実践例 東京学芸大学 

学校教育とは 

１．児童生徒への接し方 東京学芸大学 

２．現状の学校の状況 東京学芸大学 

３．教科教育・総合的な学習の時間とは 東京学芸大学 

４．学校と社会のコーディネート 東京学芸大学 

PBL コーチ必須

スキル 

基礎スキル編：問いの生成（問題発見） アルー株式会社 

基礎スキル編：コーチング アルー株式会社 

基礎スキル編：プロジェクトマネジメント アルー株式会社 

基礎スキル編：ファシリテーション アルー株式会社 

基礎スキル編：価値創造型問題解決１（問題解決プロセス） アルー株式会社 

基礎スキル編：価値創造型問題解決２（データサイエンスの 

基礎） 
東京学芸大学 

実践編１ 株式会社 RePlayce 

実践編２ 株式会社 RePlayce 

 



活動に関すること（導入／モクテルワークショップ）

ありたい姿
を描く

問題の原因
の探究

プロト
タイピング

振り返り



ワークシート チャレンジ部

やりたいことは何？

（１）最近,印象に残っていることを３つくらい書いてみよう。

1

b26f1f b26f1f

（３）そのことに関係して何か自分で経験したことはあるかな？

b26f1f

（２）上の３つの中で一番気になるのはどれ？

b26f1f

（４）そのことに関係して何かやってみたいことはあるかな？



ワークシート チャレンジ部

エポケータイム

やりたいことはなんだったかな？

2

b26f1f b26f1f

第１回：それはなんでかな？

b26f1f

第３回：それはなんでかな？

b26f1f

第２回：それはなんでかな？

実現したい,ありたい姿は何かな？



ワークシート チャレンジ部

今はどうなってる？

（１）「実現したいありたい姿」に関連していて,自分が知っていることをあげてみよう。

3

b26f1f b26f1f

（３）そのことに関係して何か自分で経験したことはあるかな？

b26f1f

（２）「実現したいありたい姿」に関連して,自分が調べてみたいことは何かな？

b26f1f

（４）そのことに関係して何かやってみたいことはあるかな？



ワークシート チャレンジ部

仮説を立てる

（１）実現したいありたい姿と現状とで何が違うかな？

4

b26f1f b26f1f

（３）どうしたら仮説を検証できるかな？

b26f1f

（２）その違いはどうして生まれているのかな？仮説を立ててみよう。

b26f1f

（４）仮説検証の計画を立ててみよう。



ワークシート チャレンジ部

課題設定

（１）検証した結果を記録しておこう。

5

b26f1f

b26f1f

（２）仮説検証の結果,何が原因だったかな？（たくさんあってもいいよ）

b26f1f

（３）上に書いた原因を１つか２つ選んで,課題を設定しよう。（〇〇という原因を解消する。）



ワークシート

アイディアを出す

（１）設定した課題をクリアするための方法をできる限り書き出そう。

6

b26f1f

b26f1f

（２）左の書いた方法の中から２つくらい,効果がありそうなものを選ぼう。

b26f1f

（３）どれくらい効果が上がるか試す（プロトタイピングの）方法を考えて記録しておこう。

チャレンジ部



ワークシート

プロトタイピング

（１）プロトタイピングの結果を書こう。

7

b26f1f

b26f1f

（２）どこが成功して,どこが失敗したのかを書こう。

b26f1f

（３）失敗したこと,もしくはもっと成功するための方法を考えて,書こう。

チャレンジ部



ワークシート

完成！

（１）プロトタイピングの結果を書こう。

8

b26f1f b26f1f

（２）最終成果を書こう。

チャレンジ部



ワークシート

次は何しよう！

次にやってみたいことを書こう。

9

b26f1f

チャレンジ部



活動に関すること（子ども達の価値創造的探究活動）

年齢 コーチ テーマ 専門家 プロセス

９歳

コーチ
経験者
（大学
生）

ドッジボール
→家族でアスレチッ
ク→9マス鬼ごっこ

教育社会学系
遊びの研究者

どんどんやりたいことが変わっていくが、その変化に辛抱強く付き合いながら、対話を繰り返し、最後には遊びの開
発に到達した。そこで、遊びを専門に研究する大学教員も含めて、遊びの開発をしっかりとやりきり、ルールブック
を関係者に配布した。

10歳
コーチ
経験者A

歴史版DUOLINGO開
発

新規ビジネス
開発者

プログラミングのスキルはもともとあったため、どのようなゲームにするかのプランを中心に検討、最後は、諸々の
都合で3回連続で休みとなり、完成、発表できずに終了した。

12歳
コーチ
経験者A

釣り→ガト
ーショコラ

製菓の専門家

基本的にあまり思いを外に出さず、釣りに行きたいということを語っていたが、釣り場所をリサーチしたものの「こ
こでいっか…」となんか引っかかっている感があり、そもそも何を求めて今回のPJに問い直したところ、自分が今学
校に行けていない中で、日中にできるやりたいことを見つけたい。釣りは日常的にできなくて、他のものをやりたい
ということで改めて一緒に探し、「料理」がテーマとなった。ガトーショコラをつくることになり、専門家とオンラ
インでの対面をしたところ、プロの思い触れ、「すげー、あつい！」を繰り返し発言するようになった。実際に、自
分でガトーショコラをつくって、専門家に会いに行き、自分のために専門家がガトーショコラを作ってくれたことに
感動して、その後は、フリースクールでも表情も明るくなり、前向きさが増したとの評価を受けた。

13歳
コーチ
経験者B

将来プランづくり
〜獣医への道〜

キャリコン
もともとキャリアコンサルの資質を持った伴走者との対話の中で、地道にじっくりと獣医になるための人生設計を計
画した。

14歳

コーチ
経験者B

自分が乗れる
電車をつくる

工学系研究者
最初から自分が乗れる電車をつくりたいとの強い思いがあり、2人組で伴走者と進めていたが、参加者2名の対話を伴
走者が理解できなくなったため、工学系の大学教員と学生に参加してもらい、実際に、大学の研究室に行って、数
メートル走る電車を開発した。

14歳

コーチ
経験者B

自分が乗れる
電車をつくる

工学系研究者 同上

10歳

コーチ
経験者C

マンチェスター旅行
→サッカー選手
→サッカー選手
とバーテンダー

元旅行代理店

元Jリーガー

何をしたいかはっきりしていなかったが、マンチェスターシティが大好きで、サッカーをやっていることから、まず
はマンチェスター行きの旅行の計画をたてることとした。元旅行代理店の方と話をして、旅行の計画の立て方を学び
つつ、マンチェスター行きの旅行計画をつくったが、家庭ではNGをくらい、その後、サッカー選手として
Manchesterシティ‐に行く計画を立てようということになり、元Jリーガーとオンライン、さらに、実際に公園での
実技と対話を行い、サッカーにおける戦略を考えるようになった。
会の当初から「モクテルづくり」にはまり、毎回、神成の時間をかけてモクテルをつくっていた。自分のつくったも
のを他人がおいしいと言ってくれることに心が動かされた（10人連続でおいしいと言ってくれたことを10連勝といっ
て大変喜んでいた）ようで、最終的な夢は「サッカー選手」と「バーテンダー」の2つになっていた。



活動に関すること（子ども達の価値創造的探究活動）

年齢 コーチ テーマ 専門家 プロセス

13歳
コーチ経
験者D

みんなで旅行に行く→
一人か友達と旅行に行
く→よい写真を撮る

元旅行代理
店→AFLO

一人旅をしたいという1年上の友達に引きずられる感じで旅行について考えていたが、前述の友達が写真を撮ること
に興味を持ったため、専門家（写真家ではなく写真の活用と普及をしている方）との面談を一緒にしたところ、写真
への興味が高まり、日常生活、旅行等で多くの写真を撮影し、専門家や伴走者に見せてくれるようになった。

14歳
コーチ経
験者D

一人旅
写真

元旅行代理
店
→AFLO

大人に計画してもらい、大人についていくという旅行しかしたことがなかったので、一人旅をしたいという思いは最
初から強くあった。実際に山に行って、写真をとってきたら、写真を撮ることにかなり興味がわいたようで、上記の
専門家と面談をして、写真の価値、写真を撮る意図のような話を深くしたところ、旅行だけでなく、写真に対しての
興味がさらに高まり、下記のようなことを発言するようになった。
〇旅をして気づいたことを母、姉、弟に見せたい。
〇普段言葉にしきれない、自分の感じていることを表現したい。
〇新しく旅にいったわくわく、驚きを伝えたい。感情が伝わる写真にしたい。
〇写真集というか、写真がある日記のような形がいいかも。その時に感じたことを忘れないようにする。次行った時
はたくさんメモしてくる。

9歳 大学教員
井戸を掘る
→ビオトープ開発

NPO/校長
/学校運営
教委会

当初は「井戸を掘りたい」との強い思いがあったが、理由を聞いていくと、自分が作った小さな池の水温を一定で維
持したいとのことがわかり、そこからビオトープづくりを考え始めた。近くの小学校の校長先生、学校運営協議会の
地域の方、自分が所属しているNPOの方などへのプレゼンづくり、資金集めのためのクラファン企画、仲間を集める
ためのクイズイベント開発等を進めたが、近くの小学校のビオトープ開発には時間がかかりそうであったため、自分
がつくった池のビオトープ化をすすめ、それをプロトタイプとして、継続して小学校に働きかけていこうということ
で、プロトタイピング企画を計画した。常に、やりたいことに対してのパワーは全開なので、うまく方向づけてあげ
られれば、どんどん探究が深まる。

11歳 大学教員
？？？
→ガンプラ商品企画

バンダイの
ガンプラ開
発者

大人への不信感、自己有用感の低さから、ほとんどの場合ははぐらかす傾向があった。ガンプラがとても好きという
ことで、バンダイのガンプラの開発者と話ができるということを伝えたところ、目が変わり、質問事項などをしっか
りとまとめられた。バンダイの方とオンラインで話をする最中も普段とは全く顔が違い、その後、ガンプラの商品企
画のフォーマットをバンダイの方から提供していただき、途中、伴走者等へのはぐらかしの態度は多く見られたが、
商品企画を完成させ、バンダイの方にオンラインで直接、提案ができた。

12歳 大学教員 脚本
演劇教育研
究者

数多くのやりたいことをピックアップしてきたが、その中から一番ここでやりたいことということで、伊坂幸太郎さ
んの本をもとに脚本を書きたいということになった。その後は演劇教育の専門家の大学教員と検討しつつ、脚本を完
成させ、映像を撮影、編集して、作品をしあげた。もともと、やりたいことはたくさんあるし、着想も素晴らしいが、
やりきれないで投げ出す傾向があったということで、今回、少なくとも映像づくりまでできたことはよかった。



活動に関すること（活動に関わった主な大人）

概ね2人の子どもに対して一人の伴走者。
伴走者による専門家のアテンド。



活動に関すること（ラボ活動時間以外での主な個別活動）

子供 活動場所 活動内容 

E.U.さん  天覧山，大岳鍾乳洞 一人旅，写真撮影 

S.S.さん  高尾山 一人旅，写真撮影 

Y.W.さん  辻調理師専門学校 ガトーショコラづくり 

S.K.さん 

S.H.さん  
東京学芸大学 電車づくり 

K.B.さん  都内の公園 サッカー選手との対話・練習 

Y.S.さん  近隣の学校 等 ビオトープづくりのための話し合い 

 



活動に関すること（伴走者の役割の事例）

ありたい姿の
構想支援

調べ学習支援
プロフェッショナル
（旅行代理店）
コーディネート

プロトタイピング
（データに基づく検証）

支援

ありたい姿
の再構想支援

プロトタイピング
（データに基づく検証）

支援

調べ学習支援
プロフェッショナル
（写真ビジネス）
コーディネート

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持

自己決定
相談相手がいる
やれそうな予感

振返り支援
キャリア教育



活動に関すること（活動のポイントと大人の関わり）

問題解決のプロセスを通して

知識・技能を横断的に活用し

探究と創造を往還する

経験を積む

ありたい姿を
描く

（アート・リベラルアー
ツ）

問題の原因の
探究

（データサイエンス）

プロト
タイピング

（STEM／教科横断・
現代的スキル／データ

サイエンス）

振り返り
（活動の学び化）

専門家 キャリアコンサル

伴走者



活動に関すること（価値創造的探究学習の意義）

8

学ぶということ

Appreciating the world and living

世界を堪能する

To enjoy crafting something for someone

何かをクラフトすることを愉しむ



活動に関すること（価値創造探究学習の意義）

8

キャリア

doing something that moves your heart

心が動くことをする

creating something worthwhile

何か価値を生み出す



検証に関すること（検証内容・方法）

１．STEAM教育の実践のモデル（学習計画や教材）がフリースクールにおいても有効に働いたかの検証

① 「STEAM教育の７つのプロセス」に基づいたワークシートの活用/分析

② 子どもと伴走者の対話の録音・録画/学びの変容を分析

③ 伴走者及びキャリアコンサルの方からのヒアリング/活動との比較分析

④ フリースクールスタッフからのヒアリング/分析

２．抽出された伴走者に必要とされる資質・能力の妥当性の検証

①資質・能力の仮説に基づいた事前・中間・事後アンケートの実施/分析

②子どもと伴走者の対話の録音・録画/対話から資質・能力を抽出

③伴走者からのヒアリング/分析

④フリースクールスタッフからのヒアリング/分析



検証に関すること（実施の様子）

①「STEAM教育の７つのプロセス」に基づいたワ
ークシート
の活用/分析

②子どもと伴走者の対話の録音・録画/学びの変容
分析

１．STEAM教育の実践のモデル（学習計画や教材）がフリースクールにおいても有効に働いたかの検証

ワークシートの記入例

①「私のありたい姿」の構想
→『ボールを当てたい！』という個人の思い

②「我々のありたい姿」の創造
→『フリースクールのみんなを笑顔に』という

個人と他者を含めた思い

どのように子ども達が思い,考えていったのか
７つのプロセスを基に,学びの変容を捉える。

7つのプロセスが伴走者とこどものどのような
対話によって促されるかを捉える。

伴走者のボイスレコーダー
携行の様子

対話の文字起こし

「私のありたい姿」の構想
対話によって内側にあった
思いを表出化させている。



検証に関すること（実施の様子）

③伴走者及びキャリアコンサルの方からのヒアリング
/活動との比較分析

④フリースクールスタッフからのヒアリング/分析

１．STEAM教育の実践のモデル（学習計画や教材）がフリースクールにおいても有効に働いたかの検証

伴走者・キャリアコンサルの方から子ども困り
感や

取り組み方の特徴を分析する。

子どもにどのような学びの影響を与えているか
客観的な立場から捉える。

伴走者の振り返り

活動を撮影している様子

キャリコンからのヒアリング

振り返り内容を文字起こし

子どもの取り組んでいる
内容や様子を抽出

振り返り等を基に,子どもの
取り組み方を確認

内容抽出・比較・確認

調査者

フリースクールスタッフ

どのような瞬間が
印象的でしたか？

〜〜〜〜

《質問項目》
• 活動中の子どもの様子で印象的だったこと,

特に「子どもの目が輝いた瞬間」はあったか。
• 普段のフリースクールの活動では見られないような
印象的な行動や発言があったか。

• 一方,この活動の影響で普段のフリースクールで
変わったこと等はあるか。 等

振り返りMTG時に



検証に関すること（活動のプロセス①）

STEAM教育の７つのプロセス活動内容の概要

アイスブレイク・1on1第１回

第２回

①私のありたい姿の構想第３回

③現状の認識
④問題の特定

第４回

⑤問題の原因の探究
⑥課題の設定

第５回

③現状の認識
④問題の特定
⑤問題の原因の探究
⑥課題の設定
⑦課題解決

第６回

第７回

第８回

発表・振り返り・1on1第９回

自分が乗れる電車を作ることを目的にした，

（工学系の）専門家の話を聞く。

電車の設計を（工学系の）専門家を

交えながら行う。

電車に用いる電気回路やプログラミングなどを

（工学系の）専門家を交えながら行う。

発表のために，これまでの活動を振り返る。

【個別活動】製作を実施。

【個別活動】製作を実施。

：欠席した回

やりたいことが最初からあったから、どんどんやった！



検証に関すること（活動のプロセス②）

やりたいことが最初からあったから、どんどんやった！

STEAM教育の７つのプロセス活動内容の概要

アイスブレイク・1on1第１回

①私のありたい姿の構想第２回

③現状の認識
④問題の特定

第３回

⑤問題の原因の探究第４回

⑥課題の設定

第５回

第６回

⑥課題の設定
⑦課題の解決

第７回

第８回

発表・振り返り・1on1第９回

どのような脚本を書きたいか考える。

（演劇の）専門家と一緒に，伊坂幸太郎さんの

書籍の内容を読み込む。

（演劇の）専門家と一緒に，脚本を作成する。

（演劇の）専門家と一緒に，撮影方法などを

検討する。

（演劇の）専門家と一緒に，撮影をする。

【個別活動】動画を編集する。

：欠席した回



検証に関すること（活動のプロセス③）

やりたいことが最初からあったから、どんどんやった！

STEAM教育の７つのプロセス活動内容の概要

アイスブレイク・1on1第１回

①私のありたい姿の構想
②我々のありたい姿の創造第２回

第３回

③現状の認識
④問題の特定
⑤問題の原因の探究
⑥課題の設定

第４回

第５回

⑦課題の解決第６回

③現状の認識
④問題の特定
⑤問題の原因の探究
⑥課題の設定

第７回

第８回

⑦課題の解決発表・振り返り・1on1第９回

池の水を一定に維持するために，

井戸が掘れないか考える。

ビオトープがある学校に向けた提案書を考えた。

お金を集めるためにクラウドファンディングに

ついて検討する。

ビオトープづくりのための仲間づくりの方法に

ついて考える。

発表の準備のために，

これまでの活動を振り返る。

【個別活動】養鶏場に井戸の掘り方を聞く。

【個別活動】地域の人に相談する。

【個別活動】地域の人に相談する。

：欠席した回



検証に関すること（活動のプロセス④）

やりたいことがキャリアに結び付いていた！

STEAM教育の７つのプロセス活動内容の概要

アイスブレイク・1on1第１回

①私のありたい姿の構想第２回

第３回

①私のありたい姿の構想

第４回

第５回

③現状の認識
④問題の特定
⑤問題の原因の探究
⑥課題の設定

第６回

第７回

第８回

（⑦課題の解決）発表・振り返り・1on1第９回

興味のあること（ボルダリング）について

考える。

どうしたら獣医になれるか。

具体的にどの大学に行くべきかを考える。

大学進学のために，学費をどのように確保する

か。アルバイト等を調べる。

入試に向けて，何が勉強で必要なのか調べ，

考える。

発表に向けて，これまでの活動を振り返る。

：欠席した回



検証に関すること（活動のプロセス⑤）

STEAM教育の７つのプロセス活動内容の概要

アイスブレイク・1on1第１回

①私のありたい姿の構想第２回

③現状の認識
④問題の特定
⑤問題の原因の探究
⑥課題の設定
⑦課題の解決

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

①私のありたい姿の構想
⑥課題の設定
⑦課題の解決

第８回

発表・振り返り・1on1第９回

一人旅（山）に行くことを決める。

元旅行代理店のアドバイスをもらいながら，

行く山を決め，行程を考える。

【個別活動】山に行く。

一人旅（山登り）の活動を振り返る。

専門家（写真家）の話を聞き，写真撮影のコツ

や最終的なアウトプットについて検討する。

【個別活動】鍾乳洞に行く。

専門家（写真家）に写真を見てもらいながら，

これまでの活動を振り返り，まとめる。

：欠席した回

やりたいことをやってみたら、新しいやりたいことが見つかった！



検証に関すること（活動のプロセス⑥）

やりたいことをやってみたら、新しいやりたいことが見つかった！

STEAM教育の７つのプロセス活動内容の概要

アイスブレイク・1on1第１回

①私のありたい姿の構想

第２回

第３回

第４回

③現状の認識
④問題の特定
⑤問題の原因の探究
⑥課題の設定
⑦課題の解決

第５回

第６回

第７回

第８回

発表・振り返り・1on1第９回

テーマを「旅行」にする。

どこに旅行に行くのか。だれと一緒に旅行に

行くのかなどを考える。

きれいな星空の写真を撮るために，

一人旅をすることを決意する。

専門家（写真家）のお話を聞き，

写真の撮り方などを学ぶ。

専門家（写真家）から具体的に写真の撮り方

などについてアドバイスをもらう。

【個別活動】近場で写真を撮る。

【個別活動】山に登って，写真を撮る。

これまでの活動を振り返える。

：欠席した回



検証に関すること（活動のプロセス⑦）

STEAM教育の７つのプロセス活動内容の概要

アイスブレイク・1on1第１回

①私のありたい姿の構想第２回

③現状の認識第３回

第４回

④問題の特定
⑤問題の原因の探究

第５回

①私のありたい姿の構想
③現状の認識
④問題の特定

第６回

⑤問題の原因の探究
⑥課題の設定

第７回

第８回

発表・振り返り・1on1第９回

マンチェスターに行くことをゴールに定める。

元旅行代理店のアドバイスをもとに，マンチェ

スターに行くための費用や行程を調べる。

具体的な行程などを決定する。

元サッカー選手の話を聞くことで，将来的にマ

ンチェスターに行くための方法を検討する。

サッカーがよりうまくなるための方法を

検討する。

発表のために，これまでの活動を振り返る。

【個別活動】Jリーガーと対話・練習をする。

：欠席した回

やりたいことを決めてやってみたら、うまくいかず、新しくやりたいことを見つけた！



検証に関すること（活動のプロセス⑧）

STEAM教育の７つのプロセス活動内容の概要

アイスブレイク・1on1第１回

第２回

①私のありたい姿の構想

第３回

第４回

第５回

第６回

③現状の認識
④問題の特定
⑤問題の原因の探究
⑥課題の設定
⑦課題の解決

第７回

第８回

発表・振り返り・1on1第９回

テーマを「釣り」にする。

場所や何をターゲットにするかを考える。

釣りの動画などを視聴する。

お菓子作りをしたいことを伝え，チョコレート

ケーキを作ることを目標にする。

専門家（辻調理師専門学校）の方に，

ガトーショコラのレシピなどを教えてもらう。

【個別活動】自分でガトーショコラをつくる。

【個別活動】辻調理師専門学校へ訪問し，

フィードバックなどをもらう。

：欠席した回

本当にやりたいことが見つからず、初心に戻ったらやりたいことが見つかった！



検証に関すること（活動のプロセス⑨）

STEAM教育の７つのプロセス活動内容の概要

アイスブレイク・1on1第１回

①私のありたい姿の構想

第２回

第３回

第４回

①私のありたい姿の構想

第５回

第６回

③現状の認識
④問題の特定
⑤問題の原因の探究
⑥課題の設定
⑦課題の解決

第７回

第８回

発表・振り返り・1on1第９回

みんなで協力をしながらできる

ドッジボールを考えることをテーマにする。

家族でアスレチックに出かける計画に変更。

９マス鬼ごっこを最大限楽しめる方法を探す

ことにテーマを定める。

実際に，９マス鬼ごっこを試しながら，

最大限楽しめるルールなどを考える。

（遊びの）専門家を交えながら，ルールブック

のもとになるものをまとめる。

：欠席した回

毎回やりたいことが変わっていって、いろいろやっているうちに見つかった！



STEAM教育の７つのプロセス活動内容の概要

アイスブレイク・1on1第１回

①私のありたい姿の構想

第２回

第３回

第４回

第５回

③現状の認識
④問題の特定
⑤問題の原因の探究
⑥課題の設定
⑦課題の解決

第６回

第７回

第８回

第９回

やりたいことを模索する。

専門家（バンダイ）の方の話を聞き，

ガンダムの商品開発関係のプロジェクトを
進めることにする。

専門家（バンダイ）に対しての

企画書を作成する。

専門家（バンダイ）との対話を行う。

：欠席した回

毎回やりたいことが決まらなかったが、雑談していて、専門家にあったら見つかった！

検証に関すること（活動のプロセス⑩）



検証に関すること（実施の様子）

①資質・能力の仮説に基づいた事前・中間・事後
アンケートの実施/分析

②子どもと伴走者の対話の録音・録画/対話から資
質・
能力を抽出

２．抽出された伴走者に必要とされる資質・能力の妥当性の検証

伴走者に資質・能力の妥当性について調査し,
考えの変化や新たな要素を抽出し,分析する。

伴走者が子どもに対する声掛けを分類し,どの
場面で,どのような影響を与えたか分析する。

〜〜〜 ？？？

伴走者に必要とされる資質・能力の仮説

ジブン
（３要素）

ヒト
（５要素）

コト
（７要素）

マナビ
（２要素）

アンケートの作成 分析（変化があったか）

※事前アンケート結果の一部

ジブン コト ヒト マナビ ＋α

コト：聞く力
子どもの反応を見て,考え

やすいように聞き方を変え
ている

コト：壁打ち力

様々な角度から質問を投げ
かけ,考えを要約・解像度を
高めている



検証に関すること（実施の様子）

③伴走者からのヒアリング/分析 ④フリースクールスタッフからのヒアリング/分析

２．抽出された伴走者に必要とされる資質・能力の妥当性の検証

伴走者の活動中の難しさ,アドバイス内容から
伴走者に必要な資質・能力の抽出・検証

フリースクールの方からの視点で
伴走者に必要な資質・能力を抽出する。

調査者

フリースクールスタッフ

コーチの関わり方で
気になることはありま

すか？

〜〜〜〜

《質問項目》
• コーチ（伴走者）の関わり方で印象に残っている
ことはあるか。

• コーチの「この関わり方が良かった」または,

「この関わり方はあまり良くなかったのでは？」
と思うことはあったか。 等

振り返りMTG時に

伴走者の振り返り

この場面で
困りました...!

振り返り内容を文字起こし

どんな場面でどんな支援が必要なのか等,

振り返りやフォローMTGから要素抽出



検証に関すること
（伴走者に必要とされる資質・能力ルーブリックの仮説）

1 2 3 4 5

生徒主体の教育観 生徒主体の教育の重要性は理解しているが，
実践は伴っていない。

生徒主体の重要性を理解し，生徒の発言機
会を設けようと努力している。

生徒の意見を引き出し，授業に取り入れよ
うとしている。

生徒の意見を積極的に引き出し，授業を双
方向的なものにしようとしている。

生徒の主体性を最大限に尊重し，生徒が自
ら学びを深めていけるような環境を整えて
いる。生徒は自分の意見が尊重され，授業
に反映されることを実感している。

オープンマインド 探究的な学びの意義を理解し，未知の状況
にも対応しようとする意欲はあるものの，
実践は不十分。

未知の状況に対してまずは肯定的な反応を
するよう意識している。

未知の状況や生徒の予想外の発言に対して，
柔軟に対応しようと努力している。

未知の状況を，生徒とともに学びを深める
機会として積極的に活用している。

未知の状況や予測困難な状況を，生徒の探
究心を最大化する機会として捉え，柔軟に
対応している。その経験を基に，生徒や自
身にとって最適な指導方法の理論を形成し
ている。

成長マインド 新しい取り組みの重要性は理解しているが，
実践には消極的。

新しい取り組みに挑戦する意欲はあるが，
具体的な計画や準備が不足。

新しい取り組みに計画的に挑戦し，その結
果を振り返っている。

新しい取り組みを積極的に実践し，その経
験を次に活かしている。

複数の新しい取り組みを通じて，自らの課
題に対応するための自論を形成している。

聴く力 生徒や関係者の意見を聞く姿勢はあるが，
一方的なコミュニケーションになりがち。

生徒の意見を丁寧に聞こうと努力している
が，深掘りが不十分。

生徒の意見を深く理解するために，質問や
コメントを工夫している。

生徒の意見を多角的に捉え，議論を活性化
させている。

複数の意見を調整したり，生徒の意見を学
びに生かすための理論を形成している。

見取る力 生徒の状況を把握しようとする意識はある
が，表面的な観察にとどまる。

生徒の状況を把握しようと努力している。 生徒一人ひとりの学びのプロセスを把握し，
適切な支援を行っている。

生徒の多様な学びのプロセスを深く理解し，
柔軟に対応している。

生徒の多様な学びのプロセスを深く理解し，
それに基づいた指導論を形成している。

興味を喚起する力 生徒の興味関心を引き出そうとするが，一
方的な説明や指示が多い。

生徒の興味関心を引き出す工夫をしている
が，効果は限定的。

生徒の興味関心を把握し，学習内容と結び
つけようと努力している。

生徒の多様な興味関心に応じて，提示を工
夫している。

生徒の興味関心を詳細に把握し，生徒の興
味が湧くポイントに基づいた指導論を形成
している。

壁打ち力 生徒の問いを深めることを意識しているが，
質問が一方的，または表面的になりがち。

生徒の問いに対し，多角的な質問を投げか
けようとしているが，誘導的になってしま
うことがある。

生徒の考えを引き出すために，質問やコメ
ントを工夫している。

生徒の思考を深めるだけでなく，生徒の発
言から新たな問いを見つけ，議論を広げて
いる。

生徒の思考を深める壁打ちの経験から，問
いの解像度や思考の解像度を高める指導論
を形成している。

先見的行動（プロ
ジェクトマネジメン
ト力）

プロジェクト全体の見通しを持とうと意識
はしているが，計画が不十分。

プロジェクトの全体像を生徒と共有しよう
と努力しているが，説明が不足している。

プロジェクトの全体像を生徒と共有し，必
要な手立ても，適宜実施しようと努力して
いる。

生徒の状況を把握し，プロジェクトの進行
に応じて計画を修正している。

プロジェクトの全体を見通し最善手を尽く
すことの経験から，効果的なマネジメント
論を構築している。

協働を促す力（ファ
シリテーション力）

生徒同士の協働を促そうとするが，具体的
な指示や働きかけが不足。

生徒同士の協働を促すために，役割分担や
話し合いのテーマを提示している。

生徒の意見を引き出し，議論を活性化させ
ようと努力している。

生徒の多様な意見を尊重し，合意形成を支
援している。

多様な生徒の意見を引き出し，チーム全体
の協働を効果的に促進するファシリテー
ション手法を理論化している。

ICT・データを活用す
る力

ICTやデータを活用することの重要性は理解
しているが，実践は不十分。

ICTやデータを活用しようと努力しているが，
効果的な活用方法が分からない。

ICTやデータを活用して，生徒の理解を深め
ようと工夫している。

生徒の状況に合わせて，ICTやデータの活用
方法を柔軟に変えている。

ICTやデータ活用における理想と現実の
ギャップを経験し，それに対応するための
自論を形成している。

生徒との信頼関係を
つくる力

生徒との信頼関係を築くことの重要性は理
解しているが，具体的な行動が伴っていな
い。

生徒とのコミュニケーションを増やそうと
努力しているが，一方通行になりがち。

生徒の気持ちに寄り添い，共感的なコミュ
ニケーションを心がけている。

生徒の状況をよく観察し，生徒一人ひとり
に合わせた声かけや支援を行っている。

生徒との信頼関係を築き，心理的安全性の
高い環境を作る指導論を形成している。

関係構築力 関係者への感謝や尊敬の気持ちは持ってい
るが，具体的な行動で示すことができてい
ない。

関係者への感謝や尊敬の気持ちを行動で示
そうと努力しているが，相手の状況や立場
を十分に理解できていない。

関係者に感謝と尊敬の念を示し，協力を得
ようと努力している。

関係者との間に共通の目標を見出し，協働
を促している。

関係者との協働で直面する課題に対応し，
自論を形成している。

動機付けする力 生徒のモチベーションを高めることの重要
性は理解しているが，具体的な方法が分か
らない。

生徒のモチベーションを高めるために，褒
めたり励ましたりしているが，効果が限定
的。

生徒の状況を観察し，個々に合わせた声か
けや支援を行っている。

生徒の内的動機付け(興味・関心)を高める工
夫をしている。

生徒の動機付けに関して，理想と現実の
ギャップを乗り越え，効果的な動機付け方
法を自分の指導論に取り入れている。

振り返りを促す力 振り返りの重要性は理解しているが，具体
的な方法が分からない，または実践できて
いない。

振り返りの時間を設け，生徒に問いかけを
行っているが，生徒の回答が表面的。

生徒が自分の学びを具体的に振り返ること
ができるように，問いかけを工夫している。

生徒の振り返りを促す問いかけを，生徒の
状況に合わせて変えている。

生徒の振り返りから課題やギャップを認識
し，生徒の振り返りに対する指導論を形成
している。

協働する力 協働することの重要性は理解しているもの
の，関係者への相談や，支援を求めること
が苦手で，自分だけで抱え込んでしまう。

関係者に相談や支援要請はできるものの，
具体的な依頼内容を伝えられていない。

関係者へ具体的な相談や支援要請ができる。 関係者へのサポートも行うことで，チーム
としての協働を目指している。

チームとして効果的な協働をするための指
導論を形成している。

探究的な学び・
STEAM教育の理解と
実践

探究的な学びやSTEAM教育の重要性は理解
しているが，実践できていない。

探究的な学びやSTEAM教育を実践しようと
努力しているが，試行錯誤の段階。

探究的な学びやSTEAM教育を実践し，生徒
の反応を見ながら改善している。

探究的な学びやSTEAM教育を効果的に実践
し，生徒の資質・能力を育成している。

探究的な学びやSTEAM教育の実践を通じて，
効果的な指導方法に関する自論を獲得して
いる。

教科をつなげる力 教科の枠を超えた学びの重要性は理解して
いるが，具体的な実践方法が分からない。

自分の教科の中で，他教科との関連付けを
意識しているが，生徒への伝え方が不十分。

複数の教科の内容を結び付けた授業を実践
しているが，生徒の教科への興味関心は低
いまま。

複数の教科の知識やスキルを組み合わせた，
探究的な学習活動を実践している。

教科横断的な学習が効果的だった事例を分
析し，複数の教科の知識やスキルを組み合
わせた探究的な学習活動を実践している。



検証に関すること（資質・能力に関する伴走者アンケート）

【資質・能力に関する事前・中間・事後アンケートの内容】
・評価方法
６件法（1.まったくそう思わない，2.あまりそう思わない，3.どちらかといえばそう思わない，4.どちらかといえば
そう思う，5.そう思う，6.とてもそう思う）による回答と自由記述により評価

伴走者A.S.さんの回答

図1 伴走者に必要とされる資質・能力の有無 図2 伴走者に求められる資質・能力の必要性



検証に関すること（伴走者に必要とされる資質・能力の妥当性）

〇上記より、伴走者からは求められる資質・能力について妥当であるという評価が得たことが
わかる。

〇「ICT・データを活用する力」については必要ではあるが、今回の活動ではその資質・能力を発
揮できなかったと認識していたことがわかる。確かに、今回の活動ではデータを活用する場面
はあまり引き出せていなかった。

〇「探究的な学び・STEAM教育の理解と実践」「教科をつなげる力」については、今回は教科教
育や学力の評価について求められることはなく、特に学校外の活動においては伴走者もその
点については意識をしていなかったことがわかる。

〇資質・能力の必要性に関する回答の結果において，仮説として立てたほとんどの資
質・能力の要素が必要であるという肯定的な評価を得た。

〇「ICT・データを活用する力」については，資質・能力の有無については低い評価となっ
たが、必要性については高く評価された。

〇「探究的な学び・STEAM教育の理解と実践」「教科をつなげる力」では，資質・能力の
有無および必要性の双方の評価において評価水準が他の要素に比べて低く推移。



検証に関すること（資質・能力に関する伴走者ヒアリングより）

〇初期の不安感の解消のための信頼関係の構築と心理的安全
性の確立

〇個別化した支援と関りの即時性と柔軟性

〇フリースクールとのスタッフとの連携

〇非言語コミュニケーション

〇専門家の説明等の翻訳、専門家の過介入のコントロール

〇子どもの感情の起伏に対するアンテナ

フリースクールのスタッフと伴走者、キャリアコンサルへのヒアリングにより、フリースク
ールに通う児童生徒の価値創造的探究学習の伴走において特に気を付けるべき要素と
して、下記が抽出された。



「やりたい！」を
起動させて、継続させる3要素は

自分で決定させる
つながっていると思わせる

出来そうだと思わせる

子ども達の「やりたい！」に対して

「できない理由」を考えるのでなく

「どうしたらできるのか？」を
一緒に考える。

〇上下関係でない
大人との信頼感

〇プロとの接続

〇伴走者が常に意識
すべきこと

〇プロからの励まし

子ども達は
あらゆる方向から
できない理由を

ぶつけられてきている

検証に関すること（資質・能力に関する振り返りからのまとめ）



検証に関すること（資質・能力に関する振り返りからのまとめ）

→ 話を聞いてくれず、自分ばっかりしゃべる

→ 子ども扱いしてくる

→ 「できない理由」ばかり言ってきて、
「どうやったらできるか」の相談にのってくれない

→ 失敗しているのにきれいにまとめさせようとする

→ 失敗しろって言っているのに
すごい成果を出させようとする

仲間にすると面白い大人

→ 話を聞いてくれる人

〇 「それはできないね」
      と言わない人

〇 「どうやったらできるか」
    の相談に乗ってくれる人

→自分がやりたいことについ
  てのプロフェッショナル

こんな大人に気をつけろ！



今後の発展として（生成AIを活用した伴走者支援・学習者評価）

探究的な学びの
評価規準

伴走者の資質・能力
マップ

探究的な学びのルーブリック（未実施）

伴走者のコーチングスキルのルーブリック



今後の発展として（生成AIを活用した伴走者支援・学習者評価）



探究的な学びの
評価規準

伴走者の資質・能力
マップ

児童生徒のワークシート
（未実施）

児童生徒と伴走者の
対話データ

探究的な学びのルーブリック（未実施）

伴走者のコーチングスキルのルーブリック
（検証中）

今後の発展として（生成AIを活用した伴走者支援・学習者評価）



探究的な学びの
評価規準

伴走者の資質・能力
マップ

児童生徒のワークシート（未実
施）

児童生徒と伴走者の対話デー
タ

探究的な学びのルーブリック（未実施）

伴走者のコーチングスキルのルーブリック
（検証中）

児童生徒の探究的な学び
の形成的評価（未実施）

伴走者の
コーチングスキルの

評価とアドバイス（検証中）

今後の発展として（生成AIを活用した伴走者支援・学習者評価）



今後の発展として（生成AIを活用した伴走者支援の事例）



今後の発展として（生成AIを活用した伴走者支援の事例）



今後の発展として（伴走者の育成と普及）
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田中結美 編集者  役割：インタビュー・記録・報告書作成

井本陽久 合同会社いもいも 代表  役割：外部講師
土屋敦 合同会社いもいも 代表  役割：外部講師
三戸健也 合同会社いもいも スタッフ  役割：外部講師

くにたち未来共創拠点 矢川プラス スタッフ 5名  役割：ラーニングジャーニー 案内役
明星大学教育学部 学生3・４年生サポーター 15名  役割：ラーニングジャーニー アテンド

実施体制・メンバー・役割分担・専門性・実績

星山麻木 ：科研費 研究ＡＳＤおよびその疑いのある5歳児を対象とした就学支援プログラムの実証的研究：研究代表
細田直哉 ：科研費 研究「保育環境のアフォーダンス事典」の開発──環境構成の基礎理論を求めて：研究代表
阿部仁 ：総務省 産官学連携IoTサービス創出支援事業 子どもの体力・運動能力の測定・分析・提供モデルの実証 ：プロジェクトマネジメント

太田美由紀：新宿区教育委員会家庭教育支援課「家庭教育ワークシート」：討議会委員、編集・執筆 
田中結美     : NTT-ICC教育ワークショップ企画・カタログ執筆、マガジンハウスほか出版社にて編集・執筆

井本陽久 ：元栄光学園数学科講師。NHK『プロフェッショナル仕事の流儀』、アエラ他、新聞雑誌などで多数紹介。

実施体制
メンバー
役割分担

専門性
実績



１．研究概要・検証方法



4

名称（テーマ） 虹色発見ラーニングジャーニー

・子どもたちの自己理解の機会をつくり、興味関心を引き出して学びにつなげる

・自分を理解すること、特に自分の特性を理解することは興味関心のある学びに繋げるために
重要である。しかし診断や発達検査なしに子ども自らが特性を肯定的に理解することは難し
く、その手段についての開発や調査研究は数少ない。

・そこで本調査研究では、一人ひとりに寄り添った学びを知るため、児童生徒、親、スタッフ
がお互いの理解を深めるためヒアリング、感覚特性プロファイル（SP 検査）を行い、自ら
の虹色特性（一人ひとりの多様な特性を虹色＜7色＞で表現）を理解することを目的とした虹
色発見ラーニングジャーニーを実施した。

調査研究の
目的

１．研究概要・検証方法



１．研究概要・検証方法

5

調査対象
（参加者）

学年

人数

備考
フリースクール A. フリースクール B.

小学校低学年(1･2年生) 0名 3名

小学校中学年(3･4年生) 0名 2名 Bの1名 初回のみ参加

小学校高学年(5･6年生) 4名 3名 Aの1名 全回欠席

中学校1・2・3年生 3名 0名

合計 計15名



１．研究概要・検証方法

6

●SP感覚プロファイル（※調査研究活動の前に実施）
・感覚の過敏さ等を包括的に把握する検査（※1）を参加児童生徒一人ひとりについて実施
（保護者とフリースクールのスタッフが子どもの日頃の様子を踏まえてチェックを行う。

子どもが実施するものではない）。研究代表者は感覚特性プロファイリングの専門家。
※1 https://www.nichibun.co.jp/seek/kensa/sp.html

●虹色発見ワークショップ
・自分の虹色特性を肯定的に理解するためのワークショップ。7色のハートの絵、モール、

粘土など好きな表現手段で自分の虹色を表現する。
※虹の７色は ASD（自閉スペクトラム症）やADHD（注意欠如・多動症）、

ADD（注意欠如・多動性/ADHDの不注意が強い）などのキャラクターを示すもの。

●虹色発見ラーニングジャーニー（多様な場所、多様な体験機会）
・静のスペース、動のスペースなど多様な場を設定する。
・静のスペース：繊細な子どものために実施場所（矢川プラス）にセーフスペースを用意。
・動のスペース：各回ごとに様々な体験を用意（※思考力×コミュニケーション講座や絵本

作りなどはゲスト講師が行う）。

活動内容

https://www.nichibun.co.jp/seek/kensa/sp.html


１．研究概要・検証方法

7

調査研究の
スケジュール
（ラーニング
ジャーニー）

活動回 日程 活動内容 場所

1 1/18（土）10～12時 にじいろの自分を見つけよう！ 1.

2 1/21（火）14～16時 世界で一つのヘンテコ絵本をつくろう 1.

3 1/28（火）14～16時 思考力×コミュニケーション講座① 1.

4 2/13（木）14～16時 思考力×コミュニケーション講座② 1.

5 2/15（土）10～12時 iPadでアニメーション制作 1.

6 2/18（火）14～16時 思考力×コミュニケーション講座③ 1.

7 2/27（木）14～16時 フリースクール Bであそぼう！ 2.

8 3/4  （火）14～16時 好きなあそび探し 1.

実施場所1. 東京都国立市富士見台4-17-65 くにたち未来共創拠点 矢川プラス
実施場所2. フリースクールB



１．研究概要・検証方法

・SP感覚プロファイルや、虹色発見ワークショップを通した特性の理解を行うとともに、
虹色発見ラーニングジャーニーと称した検証・考察を行った

虹色発見ラーニングジャーニーとは、

・多様な場所での多様な体験機会を通して、
・一人ひとりの子どもの興味関心が芽生える、発露・喚起されるような、
・場所・体験内容・タイミング、
・伴走兼観察役の大学生スタッフやラボメンバーによる働きかけの仕方

などについて、一人ひとりに応じた支援方法を模索するものである

検証内容・
方法



あなたは何が好き？あなたの素敵なところは？

自分では見つけられない、気付けない

聞かれても困る…
好きなものなんて別にないよ

フリースクールで提供される
プログラム

プレゼン



子どもの
コアにある
パッション

数学

言葉

図工

デジ
タル

音楽

畑

●●

●●

フリースクールで提供される
プログラム

●●
各フリースクールで展開するプログラムは独自開発
スクールをつなげる仕組みが弱く情報流通も少ない

現在の子どもの居場所としてのフリースクールの課題 ➊

コアのパッションが「好き」と繋がるには情報のカベがある

子どもの
コアにある
パッション

スクール間をつなげる仕組みが弱く
  情報流通も少ないため、子どもは
  存在を知ったスクールを手さぐりで
「個別にあたってみる」しかない

プレゼン



子どもの
コアにある
パッション

子どもの
コアにある
パッション

数学

言葉

図工

デジ
タル

音楽

畑

●●

●●

フリースクールで提供される
プログラム

たどり着いた！
これが好きだったんだ！

子どもは自分の好き/得意に必ずしも自覚的でない
たどり着く「居場所」が自分に合っているかは偶然

自分では見つけられない、出合ってみないと気付けない

現在の子どもの居場所としてのフリースクールの課題 ➋
プレゼン



虹色アセスメント
のワークショップ

でさらに
自己を発見し

自己理解が深まる
「生きる力」が
湧き上がってくる

子どもの
コアにある
パッション

言葉

森

図工

音楽
デジ
タル

畑

●●●●

自分の好き/得意に
「出合える」ための

ラーニング・ジャーニーを設計

たどり着いた！
これが好きだったんだ！

ラーニング・ジャーニーと虹色アセスメント

●●

相性の良いフリースクールと
子どもをマッチング

子どもの「自己理解」が始まる

虹色アセスメントとは
感覚特性プロファイル（SP）と虹色特性の自己理解のふたつから構成

ラーニングジャーニー
多様な学び方で多様な領域に出合う中で自己理解を深め、興味関心を引き出して

新しい自分と新しい世界を発見していく旅

プレゼン



これらの特性は脳神経系の発達の違いであり、誰にでもある。誰もが濃淡が違う虹色であると
説明すると分かりやすい。なかでもレッド、グリーン、アクア系に強くなる感覚特性は過敏性
が強く回避行動も多いために、自己理解が大切である。保護者も教員も知識として知らないこ
とが多く、感覚の過敏性や鈍麻について学んでおくことは自分理解・こども理解のために大切
である。

特性の理解と個別最適化
プレゼン



発達年齢に応じて、自らの特性を肯定的に理解し、苦手に対する合理的配慮を知っておくこと
は自分理解が深まることにつながる。自分の得意不得意を理解し、合理的配慮や工夫を考え、
相手に伝えるときの大きなヒントになる。またスタッフや保護者がこどもたちの特性を理解し、
学ぶことは、学校など他のコミュニティで子どもが過ごしやすい環境をつくるための大きな手
掛かりとなる。教員や支援者など周囲に対する理解教育としても重要となる。

特性の理解と個別最適化



フリースクールに通う子どもたちが年齢に応じて自分の特性を学ぶことは今後の進学・進路選
択にも非常に重要である。集団の苦手さや学校の辛さが感覚特性の違いにあることを知ると努
力や頑張りだけではどうにもならない脳神経系の違いについて自らを理解し対応を考える一歩
となるはずである。これらの理解プログラムは重要な学びの場になると考えられる。

特性の理解と個別最適化



２．活動概要
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名称（テーマ） 「であう - にじいろの自分を見つけよう！- 旅のはじまり」

活動内容

● <アイスブレイク＞「好きなものマップ」のコミュニケーション
・自分の好きなものでワークショップ 子ども同士、学生と仲良くなることを目的とした
・各々の子どもたちがおもいおもいに、居心地のいいブースで過ごした

●＜オリエンテーション＞        

●＜虹色ワークショップ＞
・「絵本 星と虹色な子どもたち」に添って「自分の色は何かな？」と問いかけた
・色鉛筆／モール／粘土などで「自分」の表現を試みた

●＜ふりかえりフィーカ＞ グループごと
・子どもたちに今日いちばん楽しかったことをインタビュー。もしくは活動シートにひとこと
感想を書いてもらった

２．活動概要



にじいろの自分を見つけよう！



にじいろの自分を見つけよう！



にじいろの自分を見つけよう！



にじいろの自分を見つけよう！



にじいろの自分を見つけよう！



２．活動概要
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名称（テーマ） 「つくる-世界でひとつのヘンテコ絵本をつくろう！」

●＜あいさつ＞（はたこうしろう）
・絵本とは、アートとは何かを主にコンテンポラリーアートの映像を使いながら説明

（決まりなんてない、自由な発想でいいetc.）

●＜絵本づくり＞
・材料と制作工程の説明。

（「好きな色の台紙を１枚取ってね」「最後に製本します」etc.）
・中央のテーブルに並んだ材料の中から好きなものを選んで制作開始
・紙の絵本というカタチにこだわらなくてもいい

●＜プレゼンテーション＞全体
・作品を発表したい子どもは全体に向けて発表

●＜ふりかえりフィーカ＞ グループごとに
・今日楽しかったことをインタビュー。もしくは活動シートに感想を記録

活動内容



世界で一つのヘンテコ絵本をつくろう



世界で一つのヘンテコ絵本をつくろう



世界で一つのヘンテコ絵本をつくろう



２．活動概要
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名称（テーマ） 「つくる - iPadでアニメーション制作」

● <オリエンテーション＞
・講師の自己紹介。今日の活動の趣旨について説明

作品は完全に自由に作っていいこと、iPad、コマドリ、効果音作成アプリの操作などに
困ったらスタッフに相談することが告げられる

・作品づくりに必要な材料や道具についてのレクチャーとiPadの配布（１人／１台）
・スタッフは散らばって、さりげなく子どもたちをサポートできるよう待機した

●＜コマドリ＞
・撮影場所もテーマも自由
・家から持ってきたお気に入りのモノ、人物、自分で描いたイラストも使える
・細かな操作方法やアプリの応用については都度講師がアドバイスする
・気が乗らない子どもたちはカプラで遊ぶ

●＜発表＞
・希望者は発表したい作品をエアドロップで講師に送信。編集してモニターで流した

活動内容



iPadでアニメーション制作



iPadでアニメーション制作



iPadでアニメーション制作



iPadでアニメーション制作



iPadでアニメーション制作



２．活動概要
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名称（テーマ） 「フリースクール Bで遊ぼう」

●フリースクール Bまで散歩
・フリースクール Bの子どもたちがガイド役となり、フリースクールA子どもたち、

スタッフに見どころを説明しながら目的地に向かう
・途中、谷保天満宮、梅園、弁天池に寄り道
・約20分で到着

●フリースクール Bで遊ぶ
・動物小屋、ロフト、小屋、土管、ブランコなどで自由に遊ぶ
・焚き火でマシュマロやソーセージ、焼きリンゴ、目刺し、さつま芋など持参した

好きなものを焼く
・サッカー、野球、ドロケイなどで自由に遊ぶ
・子どもたちに感想を聞く

活動内容



「フリースクール Bで遊ぼう」



「フリースクール Bで遊ぼう」



「フリースクール Bで遊ぼう」



「フリースクール Bで遊ぼう」



「フリースクール Bで遊ぼう」



「フリースクール Bで遊ぼう」



２．活動概要
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名称（テーマ） 「好きなあそび探し」

● <好きなあそびを見つけよう>
・<動的遊び＞

＊室内用フリスビー、しわくちゃボール、パラシュート
・＜静的遊び＞

＊大量の紙コップ、バンパス（重いぬいぐるみ）、クッション性形版、ロープ
・「フリースクールB」からリトルホース来訪
・音楽スタジオで子どもとスタッフがセッション

●「お菓子ビンゴ」（星山）
・自作のビンゴカードを使って、コールされた色を揃えていく
１列揃ったら前方テーブルに並べられたさまざまなお菓子の中から好きなものをひとつ選べる

●「矢川プラスの歌 演奏」（星山）
・ミュージシャンの快成さん（学生スタッフ）作詞作曲の「矢川プラスの歌」を全員で歌う

●＜ふりかえりフィーカ＞ グループごとに
・子どもたちに全活動を通していちばん楽しかったことをインタビュー

活動内容



「好きなあそび探し」



「好きなあそび探し」



「好きなあそび探し」



３．研究から得られた知見-1

（子どもの個別分析 フリースクールAの Cさん）

プレゼン
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変化

●第１回
・「やりたくない」「帰りたい」「つまんねえ」と繰り返す。机に突っ伏す

●第３回
・活動から離れた、照明を落とした後方のスペース（スタッフ待機所）に着席

→薄暗い場所が安心して落ち着ける場所だった可能性

●第４回
・ヘッドホンをしてiPadでゲームをしながら、たまにみんなの様子を見ることもあった

→スマホやタブレットをするのは居心地の悪さを回避する「セーフスペース」づくりの可能性

●第６回
・いつも通り重厚なヘッドホンをしていたが、始まって数分で簡易なイヤホンに取り替える

→周りの音を完全にシャットアウトするのではなく、みんなの活動の様子も少し耳に入って
くるようにとの意図ではないか

●第７回
・自然に近い環境のフリースクールBで解放され、すぐにマシュマロを焼き、野球に参加

●第８回
・矢川プラスでに戻っての最終回では、入ってきてすぐキャッチボールをするなど活発に活動

３．研究から得られた知見-1 （子どもの個別分析 フリースクールAの Cさん）
プレゼン



第３回
・活動から離れた、照明を落とした後方のスペース（スタッフ待機所）に着席

プレゼン



第４回
・ヘッドホンをしてiPadでゲームをしながら、たまにみんなの様子を見ることもあった

プレゼン



第６回
・いつも通り重厚なヘッドホンをしていたが、始まって数分で簡易なイヤホンに取り替える

プレゼン



第７回
・自然に近い環境のフリースクールBで解放され、すぐにマシュマロを焼き始め、その後、野球に参加

プレゼン



第７回
・自然に近い環境のフリースクールBで解放され、すぐにマシュマロを焼き始め、その後、野球に参加

プレゼン



第８回
・矢川プラスでに戻っての最終回では、入ってきてすぐキャッチボールをするなど活発に活動

プレゼン
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知見

●複数回シリーズでの関係性の構築、安心感の醸成などを経て、フィールドを変えての
フリースクールBで活動が一気に変化

●子どもを変える必要はない。条件が整えば子どもたちは動き出す

●本来子どもが持っている輝きを発揮できる環境はどのようなものかをあれこれと試しながら、
彼らの様子をよく見て、時間をかけながら一緒に考える必要がある

→大人側が参加させよう、改善しよう、コントロールしようとすればするほどに閉じていく
反応を全身で表明したCさんは、全ての子どもたちの思いを代弁している。

３．研究から得られた知見-1 （子どもの個別分析 フリースクールAの Cさん）
プレゼン



３．研究から得られた知見-2

（子どもへの支援方法）
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●参加者の保護者への感覚特性に関するヒアリングから、ほぼ全員が感覚過敏は高い/非常に
高いという結果があり、学校に馴染みにくい子どもの多くに過敏性があると理解される

●感覚過敏の研究は近年盛んにおこなわれているが、過敏性の強さや鈍麻が学校という集団行動
の場においてどのような困難さを引き起こすかについてほとんど知られていない

→多数派と異なる行動、例えば、集団から逃げる、隠れるなど多くの大人が理解しにくい行動の
原因が感覚特性にあるのではないかという観点の多くは知られてこなかった。

→今回の実践研究を通じて、その仮説が立証できたと思われる。見かけだけでは分からない    
繊細さ、感覚過敏に我々は着目しなければならない。

得られた知見
（感覚特性）

３．研究から得られた知見-2（子どもへの支援方法）
プレゼン
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●今回の活動では、子どもたちはそれぞれにセーフスペースを上手に作り、作り出し、皆との
活動を楽しむ方法を見出したようだった

●例えば、視覚的な刺激に敏感な子どもには、明るすぎる環境は苦痛なのかもしれない。照明
を落とし、裸足で過ごすなど「セーフスペース」を自ら創り試行錯誤している

●セーフスペースにおいては人（セーフパーソン）という環境も重要であり、自分の領域を
心理的に侵犯してこない人を選択してセーフスペースを作り出している

→感覚特性の高い子どもは学校や集団生活において、環境づくりの合理的配慮が必須であり、
個別最適化された環境づくりが一人ひとりの学習や活動に良い影響を及ぼすことが考えられる。

得られた知見
（セーフスペー
スの重要性）

３．研究から得られた知見-2（子どもへの支援方法）
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●同じ共有スペースで何をしているのかわかるように、またスペースが違っても完全に
区切られた空間ではなく心理的につながった空間であることが大切である

●多動性衝動性を持つ子どもは同じ姿勢を保つことは苦しく、よく触り（セーフグッズ）、
動くため、行き来できる選択的な刺激が大切である

●何かを触り刺激を得つつ集中できるスペースや活動の導入が有効であり、体を動かし
発散できる活動ができるスペースを自由に行き来できる環境を整えることも必要である

→セーフスペースと活動のスペースに完全な区切りをつけないこと、室内でもダイナミックな動・静

両方の活動を準備することなどは、今後学校など多様な学びの学習を支えるためにも効果的で
あると考えられる。

得られた知見
（行き来できる
選択的な刺激）

３．研究から得られた知見-2（子どもへの支援方法）



子どもが自分たちでつくり出した
「セーフスペース」



４．総括

（「学びの過程」に基づいた観点）
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繊細さや過敏さを持つ子どもには安心（セーフスペース・セーフパーソン・セーフグッズ）が
全てに先立つ大前提として大切であり、それが確保されて初めて外界への「関心」がもてる状態となる

「学び」は、子どもが何かに関心をもつことから始まり、
それに次第に夢中になっていくことで深まっていく。

そして、自分とその関心の対象とがひとつに溶け合ったような無我夢中の時間のなかで
試行錯誤しつつ、困難なことや未知なことにも挑戦するようになっていく。

その過程で、困ったり迷ったりした時、また、何かを発見したり達成したりした時、
その思いや問いやアイデアを他者に表現するようになっていく。

このとき、「学びの過程」は自分だけの孤立したものではなく、
仲間に支えられているものとして感じられるようになっている。

そのようなつながりが感じられるようになると、その仲間たちのコミュニティのなかで
自分ができる役割を自ら引き受け、他者の学びも支えようとするようになり、

自分自身のよさを再発見していくことにつながっていく。

４．総括（「学びの過程」に基づいた観点）
プレゼン
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8回のプログラムを通して、ほぼ全ての子どもにこのような過程が見られたことに注目したい。
 知見-2でも少し触れた「環境」に関する考察と重ね合わせると、それが可能になったのは、  

以下のような条件があったからだと考えられる。

＜空間の多様性＞
・多様なスペースを設け、自由に行き来できるようにしたこと

＜空間の自律的可変性＞
・子ども自らが自分らしく学べるスペースをつくれるようにしたこと

＜時間の多様性＞

・同じペースで進めることを求めず、それぞれのペースを尊重したこと

＜探究・表現の方法の多様性＞

・言語だけでなく、多様な素材・方法で探究・表現できるようにしたこと

＜正解の多様性と安心感の醸成＞
・「一つの正解」にとらわれず、どんな表現も否定されない安心感を醸成したこと

＜多様な個性が活かし合える柔軟な場＞
・それぞれの得意なことを活かした役割で参加できるようにしたこと

４．総括（「学びの過程」に基づいた観点）
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